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次のページへどうぞ

　早いもので梅雨入りの季節となりましたが、いかがお過ごしで
しょうか？蒸し暑かったり、肌寒かったりと気温の変化で体調も
崩しやすくなる季節です。体調管理には十分お気をつけください。
　庭のあじさいの花が咲くのも楽しみです。

いつも熊本日日新聞をご愛読いただきありがとうございます

　２月１６日〜３月１５日に県産食品・食材が抽選で当たる「食
考くまもとキャンペーン 2017」がありました。当販売センター
エリア内でも、Ａ賞当選者３名を含み、４４名の方が当選されま
した。おめでとうございました。

Ａ賞：あしきた牛焼き肉

　現在小中学生新聞「くまＴＯＭＯ」は、毎週土・日の熊日朝
刊に掲載の「くまＴＯＭＯ」の紙面作りに参加する「くまＴＯ
ＭＯサポーター」を募集しています。対象は小学校１年生から
中学校３年生までで、登録は無料です。
　田村望

み ち か
愛さん＝湯前小４年生＝は昨年、祖父の勧めで「くま

ＴＯＭＯ」サポーターに登録されました。まだ具体的に紙面作
りに参加したことはないそうですが、熊日朝刊１面にある「新
生面」を毎日音読し、切り抜いてノートに貼っています。そし
てわからない字を、辞書で調べたりされていますが「知らない
ことなど、意味がわかって良かった」と、実感されているそう
です。
　また「くまＴＯＭＯ」の中では、パズルのコーナーが一番好

きで、楽しみながら解いています。今後は漢字やそろばんの検定にチャレンジしたい
そうですが、将来は建築などのデザインのお仕事に就きたいとか。小学生のうちから
様々なこと・ものに触れたり、興味を持つことが、可能性を広げていくことに繋がる
と思います。

2017 年度

「くまＴＯＭＯサポーター」募集

当選おめでとうございます !!

　5 月 24 日に、九州中央山地国定公園〜クロスカントリーコース〜『水上ス
カイヴィレッジ』がオープンしました。標高 1,000m のステージ
には、全天候型トラック (300m) やクロスカントリー (0.5km 〜
2.0km) のコースがあり、クラブハウス・更衣棟・アイシングプー
ルなども整備されています。学生〜社会人 ( 一般 ) まで質の高いト
レーニングができます。合宿施設も充実しています。水上村で合宿
しませんか？詳しくはお問い合わせ下さい。

　5 月 12 日（金）〜 14 日（日）に、湯前町農村環境改
善センターで九州名草展が行われました。（主催：葵野草
の会 小玉会長  協賛：草びより山草会）会場には「リョ
ウブ」「ムサシアブミ」などの珍しい品種が所狭しと展示
されていました。「例年に比べ悪天候の影響が多少はあっ
たが、それでも良い品が揃った」と事務局の濱崎さん。
会長の小玉さんも「良い品種が沢山揃ったので多くの人
に来場してほしい」と話されていました。展示品の中には、
発見当初５０万円の値がついた品種も展示され、多くの
来場者を楽しませていました。

第４回新緑の九州名草展開催

　県内の小中学生が対象です。
サポーター限定のプレゼントに
応募できるほか、投稿や写真を
投稿専用ハガキ、またはメール
で送ることができます。
※サポーター登録後、投稿専用
ハガキをお送りします。

あなたも紙面作りに
参加しませんか？

　湯前中３年生
　　林　陽輝さん

誕生日に家族でＢＢＱを
する予定。肉を食べて、
しっかり野球や勉強に頑
張ります。

湯前町　桑原 裕子さん
蒼依ちゃん（７歳）旺大くん（３歳）
ゆういちゃん（５歳）陸くん（1 歳）
思いがけないプレゼントを頂き、
ありがとうございました。孫たち
と一緒に、焼肉パーティーをして
楽しみたいと思います。

オープン!!

お問い合わせ　水上村教育委員会
　〒 868-0701　球磨郡水上村岩野 2678
　TEL 0966-44-0333　FAX 0966-44-0329

5月24日



多良木警察署だより
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　百太郎溝は、延宝 8 年（1680）に岡原から上まで、
宝永元年（1704）に上から一武へ、宝永 2 年には一
武野里まで完了し通水した灌漑用水路です。原野の水
田開発が可能となり、小豆島など、内外から多くの入
植者が集まり、多くの新田村が成立し、人吉藩の農業
生産が大きく向上しました。現在も全長 19 ｋｍ、か
んがい面積 1,554 ヘクタールの基幹用水路で、その恩
恵は計り知れないものがあります。旧樋門は高さ 5.8
ｍの巨大なもので、昭和 35 年に市房ダム建設に併せ
た堰の改修工事で取り除かれ、水戸神社境内に移転復
元されています。下流側には旧水路の取水口付近が
残っています。
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新 聞 記 事 を 楽 し む！ NO.26

　４月２２日、県バドミントン協会の会議
後に、数人のバドミントン仲間に「熊本地
震大変だったですね」と小声で尋ねると、「瞬
間、もうこれで終わったと思った」「家族を
確かめ、外に飛び出し車で避難した。みん
なの優しい言葉に感激した」「あの１４日の
地震の体験が、少しの振れで心を揺らすが、
多くの絆で支えられている」と返ってきた。
また、「半壊した自宅に住めないことはない
ので、家族でコツコツと修理しながら生活
している」と被害の現況も話してくれた。
　自らの呑気さを反省し、４月１５日の熊日
新聞１面、【熊本地震１年、鎮魂の祈り復興
誓う】を読み返した。すると「蒲島郁夫知
事が『熊本は全国から寄せられた支援の輪
に支えられ、復興に向けて着実に歩み進め
ている。創造的復興。震災前よりもより良
い県をつくる』また、遺族を代表し富永眞
由美さんが『悲しみを乗り越え、つらさを
心の糧として立ち上がる人が増え、熊本が
笑顔と活気にあふれるふるさとに再建され

ていくことを願う』」と述べられていた。こ
んなに強烈な辛い経験から復興する意欲や
希望への思いはどこから生まれてくるのか
考えてみた。こうでもない、ああでもない
と自問自答していると、ある高校生の作文
の中に「『ひとは何のために生きるのか』と、
いろいろ人に聞いてみたけど、誰も答えてく
れなかった。でも、あるお坊さんが、『まず
自分が楽しくなりなさい。それから皆にも
楽しみを与えることだ。それ以外には何も
ないよ』と教えてくれた。だからこれから
は、自分が楽しく生きよう。まわりにも楽
しみを与えてやるぞと思った」と書いてあっ
たことを思い出した。そうか、被災された
方々が周りの人との関係や自らへの問いか
ら、辛さを和らげる生き方、生きる意味を
理解されていることに気づいた。呑気な私
は、被災された方々の気持ちの綴りを読み、
考え、「生きる」を学ぶ努力をしていないこ
とを反省した。さあ記事を深く読もう。

次回の発行日は６月１０日 ( 土 ) 予定です。お楽しみに !!

（原稿提供：多良木高等学校 川北禎一先生）

　球磨支援学校高
等部は、６月１日

（木）に「ゆめマー
ト多良木店」で販
売学習「くましえ
んモール」を行い
ます。時間は、午
前１０時から正午
までです。
　４月に１８人の
１年生を迎え全学
年合わせて４９人
となり、生徒と教
師が一丸となって、
意欲的に作業学習
に取り組んでいま
す。作業班は、農

園芸班、工芸班、木工班、窯業班の４班です。農園芸班は、花苗、寄
せ植え、土など、工芸班は、ミニトートバッグ、ランチョンマットなど、
木工班は、ベンチ、木ボックスなど、窯業班は、皿やどんぶりなどを
販売します。
　是非ご来店いただき、真心のこもった製品と生徒たちの笑顔で、心
も体も元気になっていただけたらと思います。

〜「 熊 本 震 災 1 年 」 の 記 事 か ら 気 づ く 〜

（原稿提供：多良木警察署）

（原稿・写真提供：球磨支援学校）

歩行者と自動車による交通事故発生中！
　多良木警察署管内で、生徒・児童の方が交通事故に
巻き込まれるケースが増えてきます。
　特に、小学生が車と衝突し、大けが

をする事故が連続して発
生しています！
　歩行者は、飛び出し等
をせず、左右の安全を確認してから
道路を渡るようにしま
しょう！
　車の運転手は、速度
を落とし、歩行者優先

の安全運転に心掛けましょう！
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「くましえんモール」
球磨支援学校高等部販売学習

　多良木小学校（内田正紀校長）５年生のクラ
スでは、熊本日日新聞が毎週土・日曜日に発行
している「小中学生新聞くまＴＯＭＯ」を活用
した授業を、今月９日に行いました。これまで
に新聞の特徴として、見出しやリード（前文）
があることや、文章が起承転結ではなく、結論
から説明へとつながる「逆三角形」で作られて
いること。また、全国紙と地方紙では、同じテー

マの記事なのに、その書き方の視点が違うことなどを学んできました。こ
の日の授業では、児童が興味をもった記事をそれぞれに選んで切り抜き、
その感想を書いたものをクラスメイトらと交換しながら、意見を交わしま
した。担任の中島康智教諭は「思っていたよりも、児童たちは新聞に興味
をもっている様子。楽しみながら授業を進められました」と、新聞を活用
した授業を、評価されていました。

で楽しく授業


